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世 帯 と 人 口( 2 年. 8. 1)

世 帯　245, 003人 囗　642, 201 人
男　　326, 435 人
女　　315, 766 人

RECYCLE PAPER
―森 林 資源 を大 切に ―

無
謀
運
転
を
追
放
し

事
故
〝0

〟
の
ま
ち
に

秋
の
交
通
安
全
運
動

9
月
2
1～
3
0日

年
々
、
交
通
事
故
は
増
加
し
、
昨
年
1
年
間
の
全
国
の

事
故
死
亡
者
は
1
5年
ぶ
り
に
1
万
1
千
人
を
超
え
ま
し

た
。
今
年
も
、
さ
ら
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
第
2
次
交

通
戦
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
命

が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
る
交
通
事
故
。
車
社
会
に
生
き
る

私
た
ち
す
べ
て
が
「
交
通
安
全
」
を
心
に
刻
み
、
事
故
を

な
く
す
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
9
月
2
1

日
か
ら
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
互
い
に
力

を
合
わ
せ
て
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

7 月 末 現 在

区
内
の
死
亡
事
故
件
数

2
3区
で
ワ
ー
ス
ト
1

平
成
元
年
中
に
区
内
で
発
生

し
た
交
通
事
故
は
2
千
5
0
8代

こ
の
う
ち
死
亡
者
は
2
3人
で
、
2
3

区
で
は
2
番
目
の
多
発
区
で

し
た
。

今
年
は
7
月
末
現
在
で
、
す

で
に
昨
年
同
期
よ
り
4
人
も
多

い
1
7人
の
死
亡
者
を
出
し
、
2
3

区
で
ワ
ー
ス
ト
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。

西
新
井
響
察
署
管
内
は
死
亡

事
故
が
多
く
、
ま
た
加
害
者
被

害
者
と
も
に
近
所
同
士
と
い
う

碼
ま
し
い
人
身
事
故
も
あ
り
ま

し
た
。

事
故
の
原
因
で
は
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
や
信
号
無
視
な

ど
最
低
限
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

多
い
お
と
し
よ
り
の
事
故
死

9
月
1
1

～
2
0日

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

平
成
元
年
中
、
区
内
の
お
と

し
よ
り
の
交
通
事
故
は
、
死
傷

者
数
で
川
人
と
全
体
の
3
.
6
%
で

し
た
が
、
死
亡
者
数
で
は
7
人

と
全
体
の
3
0
%
も
占
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
区
と
区
内
3
警

察
署
で
は
、
9
月
H
日
～
2
0
日

の
足
立
区
高
齢
者
交
通
安
全
旬

間
に
、
お
と
し
よ
り
の
事
故
防

止
を
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

お
と
し
よ
り
の
事
故
の
多
く

は
。
歩
行
中
、
特
に
横
断
中
に

起
き
て
い
ま
す
玉
な
原
因
は
、

車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
横
断

禁
止
場
所
で
の
横
断
な
ど
で

す
。遠

回
り
で
も
横
断
歩
道
を
正

し
く
渡
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

秋
の
足
立
区
交

通
安
全
運
動
の

重
点
課
題

▽
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運

転
の
追
放
、
特
に
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止

ワ
夜
間
の
重
大
交
通
事
故
防
止

▽
交
通
渋
帯
の
防
止
、
特
に
迷

惑
駐
車
の
追
放

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

道

路

は

広

く

有

効

に

●
迷
惑
駐
車
抑
止
強
化
月
間

9
月
1

～
3
0
日

つ い 車 道 に 飛 び 出 し て し ま う 狹 い 道 。 危 険 が い っ ぱ い で す

温
か
い
理
解
で
働
く
喜
び
を

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

「
。社
会
に
出
て

、
自
分
の
適

性
や
能
力
に
あ
っ
た
仕
事
に
つ

き
た
い

」
。こ
れ
は
障
害
を
も
つ

人
に
も
、
も
た
な
い
人
に
も
共

通
し
た
頤
い
で
す
。

足
立
区
は

、
都
内
で
障
害
者

の
雇
用
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

す
。
そ
れ
で
も

、
働
く
意
欲
を

も
ち
な
が
ら
、
仕
事
に
つ
け
な

い
障
害
者
の
方
た
ち
は
大
勢
い

ま
す
。

9
月
は
障
害
置
扈
用
促
進
月

間
。
障
害
者
の
雇
用
の
場
を
広

げ
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

充
実
し
ま
し
た

各
種
助
成
制
度

障
害
者
の
雇
用
に
あ
た
っ
て

は

、「
障
害
者
の
雇
用
等
に
関
す

る
法
律
」に
基
づ
い
て

、さ
ま
ざ

ま
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
法
律
で
は

、
従
来
、
身

体
障
害
者
に
対
象
が
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
精

神
蓐
弱
者
、
精
神
障
害
者
に
も

対
象
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
助

成
制
度
は
年
々
充
実
し
て
い
ま

す
。(

ロ
ー
ワ
ー
ク
(
公
共
職
業

安
定
所
)
で
は
、
障
害
者
の
雇

用
の
た
め
の
窓
口
を
設
け
、
求

人
、
求
職
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

職
業
相
談
と

パ
ネ
ル
展

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害

者
の
方
を
対
象
に
出
張
相
談
を

行
い
ま
す

。

日
時
9

月
H

・
1
8
日
、
午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

(旧
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

上
持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、
纜

歴
書

※
障
害
者
雇
用
促
進
パ
ネ
ル
展

を
同
館
I
階
ロ
ビ
ー
で
9

月
1
1

日
1
2
0
日
ま
で
開
催
し
ま
す

。

い
ず
れ
も
I

問
合
せ
先
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立
(
足
立
公
共
職
業
安
定
所
)
　

酋
8
8
2
1
2
8
7

常
に
「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」を

二
輪
車
指
導
員
　
森

孝
治
さん

「
「
だ
ろ
う
運
転
乙

は
や
め
て

、
常
に
慎

重
な

『
か
も
し
れ
な

い
運
転

』
を
」
と
話

す
の
は

、
東
京
二
輪

車
安
全
運
転
推
進
委

員
会
指
導
員
の
森
孝

治
さ
ん
(

興
野
一
丁

目
在

住
)
。
毎
月
1

回

、
西
新
井
警
察
署

実
技
講
習
会
で
指
導

し
て
い
ま
す

。

講
習
会
の
目
的
は
、
と
か

く
無
謀
運
転
を
し
が
ち
と
い

わ
れ
る
若
者
に

、
車
社
会
の

一
員
と
し
て
の
責
任
感
を
持

ち

、
安
全
運
転
を
心
掛
け
て

も
ら
う
こ
と
で
す

。

一
二
輪
車
は

、
た
い
へ
ん

便
利
な
交
通
手
段
だ
が
、
乗

る
人
次
第
で
は
凶
器
に
も
な

っ
て
し
ま
う
≒
森
さ
ん
の
い

う

「
か
も
し
れ
な
い
運
転

」

は

、
い
つ
で
も
事
故
の
危
険

性
を
考
え
な
が
ら
慎
重
に
運

転
し

、
二
輪
車
と
上
手
に
付

き
合
っ
て
い
け
る
方
法
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

二 輪 車 実 技 講 習 会

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

㈱
ビ
セ
ラ
ル
勤
務
　
萩
原
　
竜
夫
さ
ん

鹿
浜
一
丁
目
の
㈱

ビ
セ
ラ
ル
は
、
食
肉

加
工
の
会
社
で
す

。

こ
こ
に
は

、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
障
害
を

も
つ
人
が
働
い
て
い

ま
す

。
萩
原
さ
ん
(
3
8
)は

手
と
足
に
障
害
を
も

っ
て
い
ま
す

。
本
社

の
総
務
部
で
社
会
保

険
と
給
料
の
事
務
を
担
当
す

る
1
6
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員

で
す
。「
今
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
か
進
み
、
ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
萩
原
さ
ん

。

萩
原
さ
ん
は
簿
記
2

級
の

資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
な

ん
で
も
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い

。
仕
事
に
直
接

役
立
つ
こ
と
は
少
な
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
積
極
的

に
や
っ
て
み
る
こ
と
の
意
味

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」
萩

原
さ
ん
は
、
こ
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た

。

あ
し
だ
ち
大
学

対
象

区
内
在
住
・
在
動
で

6
0歳
以
上
の
方
(
9

月
3
0
　

日
現
在
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別

、
電
話
番
气

「
○
○
コ

ー
ス
希
望

」
と
明
記
し
、

各
会
場
へ

申
込
期
限
9

月
2
0日
消
印

有
効

□
「
歴
史
コ
ー
ス
」1

戦
国

時
代

日
程
・
時
間
1
0
月
5
日
～
　

1
2月
2
1
日
の
毎
週
金
曜
日

(た
だ
し
、1
0
月
第
3
週

は
1
0
月
1
3日
の
土
曜
日

、H

月
第
4
週
は
H
月
2
2
日

の
木
曜
日
)

・
午
後
1

時

3
0分
～
3

時
3
0
分

内
容
・
講
師

▽
戦
国
時
代

の
は
じ
ま
り
・
:下
山
治
久

氏
(

横
浜
歴
史
博
物
館
閧

設
準
備
室
)

▽
合
戦
と

武
将
の
心
構
え
…
久
保
田

昌
希
氏
(

駒
沢
大
常
勤
講

師
)

▽
戦
国
時
代
終
え

ん
に
む
け
て
の
戦
い
と
政

策
・・・
粟
野
俊
之
氏
(

駒
沢

大
非
常
動
講
師
)

▽
戦

国
時
代
の
武
蔵
・・・
加
増
啓

二
氏
(
郷
土
博
物
館
)
ほ
か

定
員
4
0

人
(
抽
選
)

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

老
人
会
館
(
〒
1
2
1西
保
木

間
4
-
9
-
1

昌
9
　
7
3
3
)

□
「身
近
な
社
会
学
」コ
ー
ス

日
程
・
時
間
1
0
月
1
7
日
～
　

1
2月
1
9
日
の
毎
週
水
曜
日

(
た
だ
し

、1
1‥月
第
2
週

は
H

月
8
日
の
木
曜
日
)
　

・
午
後
1

時
3
0分
～
3
時

3
0分

内
容
・
講
師

▽
国
際
化
現

象
・
:
久
田
恵
氏
(

作
家
)
　

▽
都
市
改
造
を
考
え
る
・・・

加
太
こ
う
じ
氏
(
日
本
福

祉
大
客
員
教
授
)

▽
高

齢
化
社
会
i

老
人
を
生
き

る
・
=田
辺
順
一
氏
(
フ
リ

ー
カ
メ
ラ
マ
ン
)

▽
や

は
り

、
物
は
大
切
に

・・
:

北
沢
洋
子
氏
(

国
際
問
題

評
論
家
)

▽
高
齢
化
社

会
-
气

考
え
た
い
こ
と

・
:向
井
承
子
氏
(

ル
ポ
ラ

イ
タ
古

ほ
か

定
員
5
0

人
(

抽
選
)

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

中
部
老
人
館
(

〒
旧
関
原

2
-
1
0
-
1
0

酋
捌
4
6
　
6
1
)

検
討
中
で
す区

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

足
立
区
で
は
、C
I
の
手

法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
足
立
区
の

現
状
を
し
っ
か
り
と
見
つ

め
、2
1世
紀
に
向
か
っ
て
ど

ん
な
足
立
区
を
つ
く
っ
て
い

く
の
か
。
そ
の
た
め
に
区
は

ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
こ
れ

ら
を
は
っ
き
り
と
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
(

理
想
像
・
未
来
像
)

と
し
て
描
き

、
行
動
し

、
達

成
す
る
た
め
の
活
動
で
す

。

そ
の

。
環
と
し
て

、現
在
、

区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
数
百
の
案

か
ら
4

案
を
選
び
出
し

、
本

庁
舎
(
千
庄
)
と
中
央
本
町

庁
舎
で
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
し
た
。

ま
た
、
無
作
為
に
選
ん
だ

区
民
か
ら
郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
C
I
推
進

酋
8
8
2
1
1
1
1㈹

足
立
清
掃
工
場

予
備
炉
稼
働
へ

急
増
す
る
ゴ
ミ
の
解
決
策

の
一
環
と
し
て
、
東
京
都
、

足
立
区
、
地
元
庄
民
7
団
体

は
、
足
立
清
掃
工
場
の
予
備

炉
の
常
時
稼
働
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
が

こ
の

た
び
合
意
に
達
し
、
8

月
8

日
、
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

予
備
炉
は
焼
却
炉
の
故
障

時
な
ど
に
稼
働
さ
せ
る
も
の

で
し
た
が
、
可
燃
ゴ
ミ
の
俔

却
率
向
上
の
た
め
、
施
設
を

有
効
に
使
う
必
要
性
が
高
ま

り
、
・同
清
掃
工
場
運
営
協
議

会
で
予
備
・炉
稼
働
に
つ
い
て

協
議
を
続
け
て
い
た
も
の
で

す
。8

月
1
6
日
か
ら
稼
働
閧

始
。
こ
れ
に
よ
り
焼
却
厰
は

1
日
当
た
り
7
5
0
y
か
ら
千
J
'

に
増
え
ま
し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
企
固
課酋

8
8
2
1
1
1
1
㈹

◆ あ だ ち広 報は 、 毎月5 日 、15日 、25日 に発 行し ま す
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くら し の
情
報

本庁 舎( 千 住) へ のお 問 い合 わせ は …

882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わせ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は

。3

年
以
内
に
水
洗
化
エ

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
1
の
と
お
り

問
合
せ
先

北
部
第
一
管
理
亊

務
所

　
唹
8
8
2
2

な
お

、
水
洗
化
工
亊
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
(

エ
亊
前
に
連
絡
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
回
謌
整
課
助
吹
佩

勁
5
2
0
8

表1　水洗化が可能となった地域

ゴ
ミ
問
題
を
検
討
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
委
員
募
集

い
ま

、
東
京
で
は
ゴ
ミ
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
も

、
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
る
(
仮
)
「
リ
サ
イ
ク
ル
委

員
き

の
設
置
を
進
め
て
お
り

、

今
回

、委
員
を
募
集
し
ま
す

。

応
募
資
格

ゴ
ミ
問
題
に
関
心

の
あ
る
区
民

募
集
人
員
5

人
(

応
募
多
数

の
場
合
選
考
)

応
募
方
法

ゴ
ミ
問
髦
に
閲
す

る
意
見

、
提
案
等
を

槇
孚
租

度
に
ま
と
め

、
住
所

、氏
名

、

年
齢

、
職
業

、
電
話

番
号
を

明
配
し

、封
喬
で
(

持
參
可
)

応
募
期
限
9

月
1
5
日
(

郵

送
の

場
合
消
印
有
効
)

応
募
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
コ
ミ

ゴ
ニ
テ
ィ
推
進

課

孚
a

中
央
本
町
―
-
1
7
I
I

　
晦
5
-
9
9
)

保
険
と
年
金

64
歳
ま
で
の
方
は

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

S
民
年
金
に
は

、
ご
自
身
の

希
望
に
よ
り
6
0
歳
以
上
6
5
歳
禾

満
の
方
で

も
加
入
で
き
る
任
意

加
入
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
期

間
か
あ
る
と

、
老
齢
基
礎
年
金

が
少
な
く
な
っ
た
り

、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す

。
年
金
碩
を
増
や
し
た
り

、

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に

、
こ
の
制
度
を
ご
活

用
く
だ
さ
い

。

た
だ
し

、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い

期
間
が
多
い
場
合
は

、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
年
数
に

満
た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印

か
ん

▽
国
民
年
金
手
帳

▽
本
人
お
よ
ぴ
配
偶
者
の
厚

生
年
金
手
帳
や
共
済
組
合
の

年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
毒

▽
紿
婚
年
月
日
の
メ
モ

申
請
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
合
・
国
民
年
金
課
湎
用
係

　
勁
5
1
5
1

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は

、
毎

月
納
付
で

す
。
納
期
限
は

、
各

月
の
翌
月

末
日
と
な
っ
て
い
ま

す

。8
月
分
の
納
期
限
は
9
月

末
日
で
す

。
お
近
く
の
金
融
機

鬩
お
よ
び
区
民
一

筋
所
の
窓
口

で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い

。な
お

、
口
座
振
替
に
す
る
と

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

。
ぜ

ひ

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
諜
保
険
料
係

お
済
み
で
す
か

老
齢
福
祉
年
金

の

定

時

届

老
齢
福
祉
年
金
の
足
時
届
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

、
至

念
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

こ
の
届
を
提
出
し

ま
せ
ん

と

、1
2月
支
払
分
か
ら
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
由
・

国
民
年
金
課
給
付
係

跏
5
1
6
5

教

育

9
月
1
7日
　教
育
相
談
鹿
浜
分
室
を
開
設

い
ま
ま
で

、
教
育
セ
ン
タ
ー

唆
瀬
分
室
で
行
っ
て
き
た
教
膏

相
談
を
区
内
西
部
地
域
の
方
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
鹿
浜
分

靈
を
開
設
し
ま
す
。

子
供
が
学
校
に
行
く
の
を
い

や
が
る
、
落
ち
魯
き
か
な
い

、

言
葉
か
遅
い
な
ど
教
育
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

、
専

門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教

職
経
験
豊
か
な
相
談
員
か
鬮
鼇

の
解
決
に
あ
た
り
ま
す

。
秘
密

餓
守

、
費
用
は

無
料
で

す

。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

受
付
日
時

祝
日

、第
2
・
4
土

曙
日
を
除
く
毎
週
月
～
土
曜

日

、
午
前
9

時
か
ら
午
臉
5

寿
(
士
一

日
キ
昿
中
)

対
象

鹿
浜
分
室
担
当
旭

域
内
(
下
図
)
の
3

峻

か
ら
1
8綫
位
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
・
教
竒

相
談
鹿
浜
分
室
(
麑
浜

5
-
2
7
-
―
北
霈
浜

小
学
校
内

　
籏
7
7

3
5
1
9

月
1
7日
か
ら
)

※
鹿
浜
分
室
地
敏
以
外
に
お
住

ま
い
の
方
は

、
敵
育
セ
ン
タ
ー

教

青
相
談
室
(

　
吩
9
5
3
1
)

、
軟
育
柤
談
綾
瀬
分
室
(
　

讎
3
5
8
8
)

を
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

受
付
日
時

、
申
込
方
法
等
は

同
じ
で
す

。

鹿 浜 分室 担当 地 域( 斜 線部分)

仕
事
と
経
営

内
職
・
パ
ー
ト
相
談
・
技
能
講
習
会

勦
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
鳶
莱
を
希
盟
す
る
方
の

た
め
に
、
次
の
事
巣
を
行

う
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

□
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
職
業
相

談
(
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日

時

月
～
土
曙
日

、
午
前
9

蒔
～
午
俊
4
時
3
0分
(

土
皿

日
は
正

午
ま
で

、
祝
日

、
第
2

・
4

土
曜
日
は
休
み
)

□
求
人
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)

事
業
主
の
方
の
求
人
相
簇
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

。

□
各
種
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
歟
や
技
能

を
身
に
つ
け

、
よ
り
有
利
な
条

件
で
働
き
た
い
方
の
た
め
の

、

講
習
会
(

表
2
)
。

□
高
齢
者
職
業
相
談
(

紹
介
・

あ
っ
せ
ん
)

日
時

毎
月
第
2
火
曜
日

、
午

前
扣
跨
～
午
後
3

時

主
催

簗
田
区
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所

。
足
立
区
シ
ル
パ

ー
人
材
セ
ン
タ

ー

□
労
働
相
談
(
労
働
者
・
使
用

者
間
の
労
働
関
係
相
談
)

日
時

毎
月
第
1
月
曜
日

、
午

後
2
時
I
4

時

主
催

王
子
労
政
事
務
所

場
所
・
問
合
せ
先

勤
労
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(

綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
)

昔
讎
3
5
8
4

※
出
張
相
破
(
内
職
と
パ
ー
ト
)

も
行

う
て
い
ま
す

。

日

時

毎
週
金
曜
日

、
午
後
1

時
3
0分
I
4

蒔

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
ニ
チ
イ
4

陌
)

表2　各種技能講習会

保

育

園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5歳
ぐ

ら
い
ま
で

の
健
康
な
方

勤
務
場
所

各
区
立
保
育
菌

勤
務
皸
種
・
内
容

▽
産
休
・
病
欠
代
翦
畷
員
・・
・

午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5

分
(

土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0

分
ま
で
)
、
時
給
刪
円

▽
土
瞳
日
保
育
・
土
曜
日
給

食
職
員
・・・
午
前
8
時
匐
分
～

午
硬
1
2
時
3
0分

、
時
給
a
円

▽
特
例
傴
育
職
鍋
・・・
午
前
7

時
3
0分
～
9
時
3
0
分
お
よ
び

午
唆
4

蒔
～
6

時
(

ど
ち
ら

か
で
も
可
)
、
時
給
瞋
円

※
住
所

、
氏
名
、
遅
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す

。
登
録
は

常
時
受

け
付
け
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎
(
千

庄
)
・
保
育
第
一
係

職
親
募
集

仕
事
を
通
し
て
精
神
障
害
者

の
廿
会
復
帰
を
援
助
し
て
く
だ

さ
る
事
業
所
(
職
親
)
を
探
し
て

い
ま
す

。

精
神
障
害
者
は

就
労
意
欲

も

、
仕
事
夸
す
る
力
も
あ
る
の

に

、
そ
の
厩
会
に
惠
ま
れ
ま
せ

ん

。
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
を

す
る
制
度
と
し
て
通
院
患
者
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
亊
粲
(
旧

職
親
制
厦
)

が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
障
害
者
を
馴
練
生
と
し
て

指
導
し
て
く
だ
さ
る
事
業
所
に

対
し
て

、
関
係
機
関
職
員
が
支

援
す
る
ほ
か

、経
済
的
授
助
(
S

力
事
業
所
に
奨
励
金
と
し
て
1

日
2
千
叨
円

。
訓
練
生
に
1
日

千
円
の
手
当
を
原
則
と
し
て
6

ヵ
月

、
最
長
3

年
間
支
給
)
も

行
わ
れ
る
制
度
で
す

。

お
電
話
を
く
だ
さ
い

。
職
員

が
晩
明
に
伺
い
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
・
足

立
作
業
馴
鑠
所音

嵋
7
1
7
7

福

祉

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

請
求
手
続
き
を

□
児
童
手
当

区
内
に
住
所
か
あ
り

、1
8歳

未
満
の
児
童
を
2
人
以
上
番
育

し
て
い
て

、
そ
の

う
ち
少
な
く

と
も
I
人
は
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
が
い
る
方
に
支
給
し
ま

す

。

手
当
月
額

最
務
教
膏
就
学
前

の
2
番
目
の
児
童
に
2

千
鴎

円

、3
番
目
以

降
1
人
に
つ

き
5
千
円
を
義
務
教
膏
鳶
学

月
の
前
月
ま
で

支
給

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
謾

者
名
義
の
足
立
区
内
金
融
磯

関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

畭
く
)

▽
年
金
手
帳

▽

健
康
儼
険
証

▽
印
か
ん

□
特
例
給
付

受
給
資
格
、
手
当
頷

、
申
請

に
必
要
な

も
の
は

、
児
童
手
当

と
同
じ
で
す
か

、
厚
生
年
金

、

私
立
学
校
共
済
等
に
加
入
し
て

い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す

。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
か
あ
り

ま
す
(

表
3
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)

。

児
童
助

成
係

表3　平成2年度児 童手当所得 制限額表

所得から控除する金額
社命保険 料相当 額… … … … … … … … … 80, 0' ∽ 円

咎遍 障害§ 控畛 ・揶夫 控●
勤力 李生 控除・ 寡婦( 一 設)挫 像

・・… 270, 0' ∽ 円

寡 婦( 特別) 鯉除・狗別障 害者忽剱 ‥ … 350, 0 ∽ 円

老 年 唇 控 鰍 ‥ … 印O, 0 ∽ 円
雜濆・医 療費・小担魯啻 秉共再 等亂佃仙 … … 相当貘

所 得 制 限 に 加 算 す る 額

老人控畭 対象配 胃卷
老人扶養 親族

1 人につ き… … 60, 000 円

老
人
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

老
人
医
療
制
度
は
、国
の
医

潦
給
付
と
、都
の
医
療
費
助
厩

(
福
)
、区
の
番
護
料
差
額
助
成
が

あ
り
ま
す
(
表
4
)

。対
象
者
で

「
老
人
医

療
証
」
の
な
い
方
お

よ
び

、一
部
負
担
金
の
特
例
(
表
5
)

に
該
当
す
る
方
は

、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

申

請
・
問
合
せ

先

本
庁

舎
(

千
住
)
・
老
人
医
療
佩

表4　 老人医療制度

表5　平成2年度所得制限基準表( 福)

2 人以 上原則とし て35万円を 加算
( 平 成元年中の所 得)

特
別
給
付
金
請
求

受
け
付
け
時
効
の
お
し
ら
せ

遺
族
年
金
・
公
筋
狭
助
料
等

を
受
け
て
い
る
峨
没
者
等
の
妻

・
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金
お
よ
び
戦
傷
問
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
受
け
付

け
か
9

月
3
0
日
で
終

了
し

ま

す
。
手
厩

き
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
手
厩
き
を
し
て

く
だ
さ
い

□
戦
没
者
等
の
妻
(

第
4
回
特

別
納
付
金
わ
号
)
・
=
特
別
給
付

金
「
り
芒

の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

□
戦
没
者
等
の
父
母
・
祖
父
母

①
第
5

回
特
別
給
付
金
か
号

(
2
)
第
7
回
特
別
給
付
金
り
号

③
第
9

回
特
別
給
付
金
ほ
号

戦
没
者
死
亡
時
に
お
い
て
は

か
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫

も
い
な
い
父
毋
・
祖
父
母
で

、

澗
在
も
氏

を
間
じ
く
す
る
自
黙

血
族
の
子

も
孫
も
い
な
い
方

□
戦
傷
病
者
等
の
妻
(
第
1
1
回

特
別
給
付
金
は
号
)

…
第
8

回

特
別
給
付

金
「
は
号
」
の
受
給

権
を
取
辱
し
、
夫
で

あ
る
戦
傷

詞
者
等
か

昭
和
6
1
年
1
0月
1

日

前
に
死
亡
し
て
い
る
方

※
す
で
に
国
債
を
お
持
ち
の
方

は
償
還
が
鮗
了
し
た
時
点
で
手

続
き
に
な
り
ま
す

。

請
求
期
限
9

月
3
0
日

請
求
・
問

合
せ
先

本
庁
舎
(

千
住
)
・
民
生
係

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
(障)

受
給
者
証

新
し
い
心
身
障
害
者
医
療
賢

受
給
者
証
を
8
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
し
た

。
受
給
者
の
方
で

、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は

、
至

急
ご
連
略
く
だ
さ
い

。

な
お

、
健
康
保
険
の
賢
格
を

磴
認
し
て
い
ま
す

。
保
険
証
の

コ
ピ
ー
を
旧
受
給
者
証
と
い

う

し
ょ
に
持
參
ま
た
は
郵
送
で
お

送
り
く
だ
さ
い

。

申
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

曄
筈
福
祉
係

届

出

家
屋
等
を
新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
爾
か
済
ん
で
い

る
地
城
内
に

、
家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
は

。
住
所
を
定
め
る

た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す

。

届
け
出
が
な
い
と

住
所
か
決
め

ら
れ
な
い
た
め

、
転
入
等
の
手

続
き
が
で
き
ま
せ
ん

。
届
け
出

に
は

、
遡
簗
確
認
■
一
式
と
印

か
ん
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

住
居
表
示
担
当

碯
5
0
3
1

健

康

痴
呆
の
お
と
し
よ
り
が

い
る
家
族
の
方
へ

肓
月
―
回

、
痴
呆
の
お
と
し

よ
り
の
い
る
家
族
が
集
ま
っ
て

交
流
会
(
お
も
と
の
会
)

を
行

う
て
い
ま
す

。
冢
族
の
方
は
ひ

と
り
で

悩
ま
な
い
で

、
ぜ
ひ

ご

参
加
く
だ
さ
い

。

日
時

毎
月
第
2

金
嗤
日
(
9

月
は
1
4日
)
、午
後
1
時
3
0分

～
3

時
3
0分

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立

保
健
所

さ
跚
4
-
5
1

精
神
保
健
講
演
会
　
家
族
っ
て
何
?

冢
庭
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
い
る

い
ま

、
冢
族
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
9

月
1
7日
(
月
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

市
川
圭
子
氏
(

フ
ノ
ミ

リ
ー
プ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
完

所
長
)

定
員
・
費
用
3
0

人
。
無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

江

北
保
健
相
談
所

蹐
4
0
0
4

敬
老
の
日
　銭
湯
無
料
開
放

9
月
旧
日
(
敬
老
の
日
)
は

、

区
内
の
公
衆
浴
場
に
6
5
歳
以
上

の

方
は

無
料
で

入
浴
で
き
ま

す
。
番
台
で
年
齢
を
告
げ
て
く

だ
さ
い
。
証
叨
S

等
は
不
要
で

す
。な

お
、
1
0
月
1
日
(

区
民
・

郡
民
の
日
)

は
、
区
民
全
鈿
を

対
象
に
無
料
閲
放
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

健
麋
管
理
課

精
神
保
健
講
演
会

ス
ト
レ
ス
、
プ
ラ
ス
&
マ
イ
ナ
ス

現
代
は

、
ス
ト
レ
ス
杠
弯

こ
の
ス
ト
レ
ス
が
心
や
体
に
お

よ
ぼ
す
彫
響
を
お
話
し
ま
す
。

日
時
9

月
3

日
(
水
)
、
午
唆
2

時
1
4

時

場
所

千
僅
保
健
所
、
無
科

講
師

み
さ
と
協
立
鰐
院
屑
棟

医
長
・
関
山
寛
治
氏
(

精
神

科
医
)

申
込
方
法

竃
屠
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
・
保
健
拊
導

8
8
8
4
2
7
7

講

演

会

母
乳
と
育
児

日
時
9

月
1
2
曰
(
水
)
、
午
唆
2

時
1
4

時
(
受
付
関
始
午

後
1
時
)

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
4
階

ホ
ー
ル
(

入
場
無
料
)

内
容

母
乳
青
児
に
つ
い
て

講
師

古
谷
賻
氏
(

敢
送
大
学

教
授
)

定
員

窈
人
(
先
譽
順
)

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

呱
4
-
5
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

対
象

在
宅
で
4
0
筬
以
上
の
寝

た
き
り
の
方

、
ま
た
は
こ
れ

に
噫
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
方
法

、
番
謾
方
法

、
観
能

訓
練
方
法

、家
朕
へ
の
支
援
、

諸
制
度
の
活
用
方
法
等

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
―
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
談
所

み ん な の 健 康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 6351
本庁舎(千 住)・保 健予防 係 　882- 1111㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と
そ
の

他
の
差
別
…
(
2
)

こ
の
世
の
中
に
は

、
ま
だ

根
強
く

、
い
ろ
い
ろ
な
差
別

が
殯
っ
て
い
ま
す

。
部
落
差

別
と
他
の
差
別
に
は

、
そ
の

歴

史
的
な
発
生
過
程
に
ち
が

い
か
あ
る
に
し
て
も

、
基
本

的
人
権
の
侵
害
と
い
う
点
で

は

、
共
通
性
を
も
っ
た

差
別

で

あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

差
別
の
中
で
部
落
差
別
が

ほ
か
と
異
な
っ
て
い

る
の

は

、
主
と
し
て

、
徳
川
幕
璢

体
制
の
も
と
で

、
敬
冶
的

、

人
為
的
に
つ

く
り
だ
さ
れ
た

身
分
差
別
で

あ
る
と
い
う
こ

と
で
す

。

徳
川
幕
府
は
身
分
制
度
を

強
固
に
す
る
た
め

。
士
・
晨

・
工
・
商
の
下
に

、
さ
ら
に

低
い

身
分
を
制
度
と
し
て
つ

く
り

、
一
定
の
地
城
に
庄
ま

わ
せ

、
職
業
・
結
婚
な
ど
に

も
制
限
を
加
え
ま
し
た

。

そ
の
浚

、
明
治
4

年
に
解

放
令
が
出
さ
れ

、
こ
れ
で
最

下
一

と
し
て
の
身
分
は

、
制

厦
上
な
く
な
っ
た
は
ず
で
す

が

、
Ⅲ
年
余
を
経
過
し
た
今

日
に
お
い
て

も

、
な
お
基
本

的
な
人
権
に
関
わ
る
面
で

、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
差
別
事
件

か
お
き
て
い
ま
す
。

◎
問
い

合
わ
せ
は

、
本
庁
合
(

千
佳
)
・
同
和
対
策
相
当

へ

。

掲
示
板

□
は
り
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
治

療日
時
9

月
1
5
日
(
祝
)
。午

前
9
時
～
午
後
3
時

場
所

老
人
会
館

対
象

区
内
在
住
の
6
0
歳
以

上
の
方

定
員

川
人
(
先

着
順
)

問
合
せ

先

足

立
区
鍼

灸
(

し
ん
き
ゅ
う
)
師
会
・
吉

山

　
唹
0
7
5
4

□
高
校
再
入
学
者
へ
の
学
校

説
明
会

平
呱
3
年
4
月

閲
校
す
る
I
f
S

立
単
位
制
高
等

学
校

は

、
中
学
校
新
規
卒
業
者
と

と
も
に

、
中
擘
校
既
卒
者
お

よ
び
高
校
再
入
学
希
望
者
も

受
験
で
き
る
高
校
で
す

。
高

校
再
入
学
者
は

、
前
の
高
校

で
取
辱
し
た
単
位
数
を
生
か

し

、
合
肝
で
8
0
単
位
以
上
修

寿
す
れ
ぱ
卒
県
す
る
こ
と
が

で
粤
ま
す

。

※

説
明

会

を
9

月
2
6
日
(

水
)
、
午
債
2

時
I
4

時

、

産
業
振
茣
鰓
で
閧
催
し
ま
す

問
合
せ
先

都
立
単
位
制
高

等
学
校
関
設
凖
爾
室

叨
6
4
6
8

□
国
立
・
都
営
東
京
障
害
者

職
業
訓
練
校
4

月
入

校
生
募

集訓
練
科
目

工
業
モ
デ
ル

、

ビ
ジ
ネ
ス
文
寨

、
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
ア

ー
ト
等
1
9科
目

訓
練
期
間

平
嵎
3

年
4
月

か
ら
1

年
闡
(
義
肢
装
具

科
の
み
2

年
間
)

募
集
開
始
9

月
1
7
日
か
ら

募
集
締
切

▽
新
規
学
卒
・・・
1
0

月
3
1日

▽
一
般
第
一

次
・・
』1
2月2
5
日
(

定
員
に

肩
た
な
い
科
に
つ
い
て
は

二
次
募
集
を
行
い
ま
す
)

※
授
業
料
は

無
料

。
公
共
職

業
安
定
所
の
指
示
を
受
け
た

揚
合
、手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
寮
の

設
爾
も

あ
り
ま

す

。

問
合
せ
先

東
京
陣
筈
者
職

業
剛
練
校
(
〒
1
8
7小
平
市

小
川
西
町
2
-
3
4
-

―

e
0
4
2
3
1
4
1
1
1
4

1
1
)

□
毛
長
川
北
岸
沿
い
の
都
有

地

を
利
用
し
て
い
る
方
ヘ

次
の
都
有
旭
に
車
や
エ
作

物
等
を
置
い
た
り

、
畑
碍
に

利
用
し
て
い
る
方
は

、
平
嵎
2

年
1
0月
末
日
ま
で
に

撤
去

し
て
く
だ
さ
い

。
後
日

、
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
で
囲
む
予
足

で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
都
有
地
①
竹
の
塚
中

学
校
北
佩
の
毛
長
川
北
岸

沿
い
の
全
長
約
川
メー
ト
ル
、
輻

約
6
-
2
0
メ
ー
ト
ル
(
2
)
花
畑
中

学
校
北
側
の
毛
長
川
北
岸

沿
い
の
全
長
約
釼
气
嵋

約
5
～
2
0
メ
ー
ト
ル

問
合
せ
先

都
・
都
有
地
活

用
!
一
i

　
2
1
2
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば
※
先
一

順
で
。
1
団

体
1

事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

☆
バ
ザ
ー
(
足
立
区
肢
体
不

自
由
児
者
父
母
の
会
)
9

月
3
0
日
(
日
)
、
午
前
1
0時
～

午
後
2

時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
/
日
用

雑
貨
、手
作
り
品
、

衣
類
、
僕
擬
き
等
/
日
用
雑

貨
品
等
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
/

岸
本

　
s
8
1
6
2

☆
フ

″
1
ク
ダ
ン
ス
初
心
者

講
習
会

呈

立
区
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
)
9

月
9
日

か
ら
毎
週
日

曜
日

午
後
6

時
～
9
時
/

千
寿
小
学
校
体

青
館
/
1
0
回
分
千
円
/

長
谷

部

　
咄
9
0
6
5

☆
第
5
回
茜
秋
(
せ
ん
し
ゅ

う
)

会
一

道
展
(
一
般
と
学

重
)
9

月
2
0日
1
2
4
日

、

午
前
1
0時
～
午
後
6
時
/

西

斯
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/

無

料
/
西
田

　
矧
6
9
2
9

届
き
ま
し
た
か

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
0

(
く

ら
し

の
便

利

帳
)

身
近
な
区
政
案
内
「
リ
ブ
ー

イ
ン
'
9
0
(
く
ら
し
の
便
利

帳
)
」
を
8
月
か
ら
劭
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
手
で
各

ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

求
だ
、
お
手
元
に
届
か
な
い

方
は
、
広
報
課
ま
で
ご
連
循

く
だ
さ
い
。

な
お
、リ
ブ
ー
イ
ン
は
各
区

民
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

□
訂
正

「
リ
ブ
ー
イ
ン
'
9
0
」
(
く
ら

し
の
便
利
纃
)
の
中
に
、
眼

り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者

な
ら
び
に
利
用
す
る
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
こ
こ
で
お
わ
び
し
、
訂

正
し
ま
す
(
下
表
)
。

《

広
報
課
》

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
0
正
誤
表

1
0月
1
日

国
勢
調
査

5
年
に
I

度
、
全
国
一

斉
に

行
わ
れ
る
国

勢
諞

査
。
日
本
に
庄
ん
で
い
る

す
べ
て
の

人
が
対

象
で

す
。
あ
な
た
も
積
唖
的
に

ご
協
力
を
。

足
立
区
国

勢
調
査
実
施
本

部
s

務
周
　
貘
5
0
3
3

か っ ぱ の
バ ッ チ

販 売 中

販売価 格　 単品200円 、5 色 セット800 円

販売場 所　 本庁 合(千 住) ・情 報公 開 課お

よび 中央 本町 庁舎 ・情 報公 開課 分 室

問 合せ 先　 本庁 舎(千 住) ・広 報課
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第
4
3回
区
民
体
育
大
会

□
柔
逎

日
時
1
0

月
2
1
日
(
日
)
、
午
前

9
時
3
0分
か
ら

場
所

東
京
武
道
館

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方

費
用

▽
小
学
生
・
:
3
0
0
円

▽

中
学
生
以
上
・・・
5
0
0円

申
込
期
限
9

月
3
0
日

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齢
(
ま
た
は
学
年
)
、
身
長
、

体
重
、
段
位
を
明
記
し
、
現

金
を
添
え
郵
送
(
現
金
書
留
)

問
合
せ
先

原
島
久
武
(
〒
1
2
0
　

千
住
旭
町
1
0
1
1
3

昔
8
8
2
3
　
8
3
8
)

□
相
撲

日
時
9

月
3
0
日
石
)
、
午
後

1
時
か
ら
(

予
備
日
1
0月
1
4
　

日
)

場
所

西
新
井
大
師
境
内

参
加
資
格

区
内
小
・
中
学
生

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

宝
田
昌
和

萱
8
8
8
4
3
4
9

□
ク
レ
ー
射
撃

日
時
9

月
1
6
日
(
日
)
、
午
前

9
時
I
午
後
4
時

場
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

の
散
弾
銃
所
持
者

競
技
種
目

ト
ラ
ッ
プ

、
ス
キ

-
卜
の
部
、
各
2
5個
撃
2
回

費
用
5

千
円

申
込
方
法

会
費
を
添
え

、
当

日
直
接
会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
譲

受
許
可
証
を
必
ず
持
参

。

問
合
せ
先

吉
田
宏

昔
圖
7
8
3
1

□
硬
式
庭
球

日
時
1
0
月
2
1
・
2
8
日
、午
前
　

9
時
～
午
後
5
時
(
予
備
日
　

1
0月
2
8日

、1
1月
4

・
H
日
)

場
所

北
千
住
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
ほ
か

競
技
種
目

一
般
男
子
、女
子

、

壮
年
男
子
(
4
0
歳
以
占

、
混

合
(
ミ
ッ
ク
ス
)

の
各
ダ
ブ

ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
内
在
僅
・
在
動

・
在
学
の
方
(
大
学
生
の
み
)

費
用
I

組
2
千
円
(

当
日
会

場
持
参
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

性
別
、
競
技
種
目
を
明
記

申
込
期
限
9

月
2
7
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

浦
中
和
夫

(
〒
1
2
1竹
の
塚
4
-
3
-
2
5
　
1
3
0
5

昔
8
8
4
5
5
3
6
)

□
な
ぎ
な
た

日
時
9
月
3
0
日
百
)
、午
後
　

1
時
～
6
時

場
所

梅
田
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
資
格

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学

の
方

競
技
方
法

個
人
戦
、
演
技
、

団
体
戦

費
用
5
0
0円
(
当
日
会
場
持
参
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
往
復

(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
参

加
種
目
を
明
記

申
込
期
限
9

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

内
田
光
子

(〒
1
2
3梅田
6
-
2
-
1
9
　

瑟
3
9
8
9
)

□
陸
上
競
技

日
時
1
0
月
1
4
日
(
日
)
、午
前
　

8
時
～
午
後
4
時
3
0
分
(
予
　

備
日
2
1日
)

場
所

平
野
運
動
場

競
技
区
分

▽
一
般
男
子
・
女

子

▽
中
学
男
子
・
女
子
　

ワ
壮
年
男
子
(
4
0歳
代
、5
0
　

歳
代
、6
0歳
以
上
)
・
女
子

(
3
5歳
以
占

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方

費
用

二

般・・・
7
0
0
円

▽
中

学
生
・
=伽
円

▽
リ
レ
ー
8
0
0
　

円
申
込
方
法

賢
用
を
添
え
直
接

会
場
へ

申
込
期
限
9

月
2
9日
、
午
浚

3
時
3
0分

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫

音
8
8
8
6
4
3
6
(第
十
六
中

学
校
)

伊
興
遺
跡

郷土

博

物
館

見
学
ツ
ア
ー

現
在
、
伊
興
地
区
で
は
古
代

遺
跡
の
本
格
的
な
発
掘
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
発
掘
現
場

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
9

月
2
7日
(
木
)
、
本
庁

舎
前
に
午
後
1
2時
4
5分
集
合

寮
雨
天
、
現
場
不
良
の
場
合
は
1
0

月
1
2日
。

見
学
先

伊
興
遺
跡
発
掘
現
場

と
郷
土
博
物
館
(
バ
ス
で
巡

り
ま
す
。
費
用
無
料
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
(
高
校
生
以
上
)
の
方

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
9

月
1
4日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物

館
(
〒
1
2
0大谷
田
5
1
2
0
-
　
1

昔
6
2
0
9
3
9
3
)

情 報 コ ー ナ ー

史跡散歩教室
日程9月27日～11月8日の毎週　
木曜日、午後1時30分～4時30　
分

場 所 竹の塚 ・梅田 ・千 庄地区
( 9 月27日は花畑老人館、費用
無料)

対象 区内在住の60歳以上の方
定員20 人( 先着順)
申込方法 直接窓口または電話
申込・問合せ先 花畑老人館

c850 ―2617

足立まつり
元気印大仮装コンテスト

日程　10月14日( 日)
場所 足立まつり会場(千住)
応募資格 どなたでも可( 先着50　
組)

応募方法 直接申込先または電話
応募期限9 月30日
申込・問合せ先 足立まつり事務
局( 東京商工会議所足立支部
千f主f中財丁18―100881 ―9200)

スターウ ォッチング

星空観望会へのいざない

8 月10日のスターウ ォッチング観
望会は、台風のため延期となりまし
たので、次のとおり 行います。
日時9月12日～25日( 曇天の場合　
は中止。再度の延期はしません)
場所 千住新橋緑地( 北千住側)
対象 区内在住・ 在動・在学 の方

(小学5 年生以上。小・中学生は
保護者同伴のこと)
定員100 人( 先着順)
申込方法 電話
申込期限9 月10日
※ くわしい内容は、第1日目の「星
空観望会」( 午浚7時～9時) で説明
し ます。
申 込・問合せ先 本庁舎( 千住)
王覃境課 霖882- 1111( ㈹

秋の区内めぐり
グループで施設見学を

グループで、秋の区内めぐりを
しませんか。皆さんをバスでご案
内します。
実施日9月～12月( 平日計5回)
時間午前9時30分～午後4時　　
(雨天実施)

見学施設 郷土溥物館、東京武道
館、花畑記念庭園、見沼代観水
公園ほか

対象18 歳以上の健康な区民で構
改される20人以上30人以内のグ
ループ

申込方法 往復ハガキに、クルー
プ 名、代表者名、住所、電話番
号、「グループ施設見学会希望」
と明記( 1 グループ1 通)

※ 応募が5 グループを超えた場合
は抽選になります。また見学日、
コースについては、代表者と打ち

合わせて決定し ます。
申込期限9 月10日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
広聴係 〒120千住1 ―4 ―18　

0882 ―l l l l ( t t 3

くらしに役立つテスト教室

飲 み 水
環境汚染により、大切な飲み水
が心配されています。わたしたち
の飲み水をテストし てみ ません
か。
日時9月12日( 水) 、午後1時～　
3時

定員20 人( 先着順)
費用 無料
場所・申込・問合せ先 消費者セ
ンタ ー 昔880- 5385

動物たちとお話しよう

ふれあ い動物園
ポニーに乗ったり、やぎやひよ
こ、モルモットなどのかわいい動
物と仲良しになりませんか。
日時9月15日( 土) 、午前10時～　
午後3 時( 雨天の場合、9 月16　
日)

場所 小台公園
問合せ先 中央本町庁舎・公園管
理経系0880 ―5261

第6 回　じどうかんまつり/ 綱引き大会
日時11月18日{日1午後1時～3　
時
場所 綾瀬小学校校庭および東稜瀬
公園多目的広場 〔無料〕
対象 区内在住・在勤のカ
チ ーム編成1 チーム8 人。男女、
体重は問いません
クラスおよびチ ーム数
じ>小学1 ・2 年生… 16チーム

し小学3 ・4 年生… 16チーム
[ >小学5 ・6 年生… 8 チーム
じ>中学生以上… 8 チーム
※ 申し込み先着順で受け付けます。
公式ルールをもとに、じ どうかんま
つりルールで行います。
申 込期限9 月20日
申 込・問合せ先 千住児童館

2*882―2765

青年センタ ーの催し

ヤングミセスの子育てサロン

子育てについて話し合いまし ょ
う。参加している間は、お子さん
の保育も行います。
□ 9 月のテーマ「育児と毋親のあ
り力」
日程9 月12日・・・講演会[ >9 月
26日…話し 合い
※ いずれも、午前10時～正午

ビデオコンサート
グロリア・エステファン
〝ホーム　カミング　コンサート 〟

日時9 月12日( 水) 、午後7時から
定員80 人( 9 月5 日から整理券
を窓口で配布)

一 一一一いずれも
場所 青年センター( 無料)
問合せ先 青年センター

f 1890- 0061

女のフリースペース
足立姫伝説

その疑問点を探る
婚家との折り 合いが悪く、里帰

りのとき。絶望感から川に身を投
げた足立姫は、今も区内の性翁寺
境内にある墓に眠っているといわ
れています。今回の女のフリース
ペースは、この伝説を結婚の歴史
の視点から見直してみます。
日時9月20日( 木) 、午後6時30　
分～8時30分
ゲスト 棚網晴子さん( 日本女性
学研究会会員、区内在住)

費用 無料
申込方法 直接窓口、電話、ハガ
キ( 住所、氏 名、年齢、職業を
明言己) のいずれか
場所・申込・問合せ先 婦人総合
センタ ー 〒123梅田7- 33- 　1
エル・ソフ ィア内

0880 ―5222

日本の庭園と建築　第14期　成人セミナー
日時・内容・講師 右表のとおり
場所 青年センター
対象 区内在住・在勤者で全回出
席 可能な方

定員80 人( 抽選)
費用 無料( 教材費等は実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、職業、電話番号、「成
人セミナー受講希望」と明記

申込期限9 月14日必着
※ 講座では、グループ活動を通し
て仲閧づくりも行います。
申込・問合せ先 本庁舎(千住)・文
化振興係 〒120千住1 ―4―18　

0882 ―1111㈹

日 本の庭園と建築

l 眄 問 はい ・ れも 午 後6 時30 分- 8 時30 分 。 講 座 期間 中 、t 　

記日 程 以 弥 こ 見 学 会を1 回 行 う 予 定 で す 。


